
日　時：2024年9月14日（土）13：30 - 16：30 
場　所：zoomミーティング 
申込み：	 https://us06web.zoom.us/meeting/register/tZEkceGopjMvEtwCcW9j728-xPgKIcqi6A1r 

　　　　	 fksm.hbd.rehab@gmail.com 

テーマ：巧みに高次脳機能障害者に病識を持ってもらうスキルを身につける

13：30
開会

福島高次脳機能障害リハビリテーション講習会実行委員会　委員長 

佐藤 伊久生
13：40

13：40 講義

 高次脳機能障害者の病識・気づきへの対応 
～日本語版SRSIの実践活用～

福井医療大学 保健医療学部 
リハビリテーション学科 作業療法学専攻 

 中島裕也先生

・Self-awarenessに焦点を当てる意味 

・SRSI（Self-Regulation Skills Interview）の特徴や使い方 

・病識の段階を把握しつつ、”気付き”を促すための臨床実践15：10

15：10
質疑

15：15

15：25 グループワークとロールプレイ

注意障害があるのに、運転は出来ると主張する事例

症例は、自分に注意障害があることを知っていますが、注意障害が運転に影響することを理解できません。
このような症例に対し、SRSIの手続きに則って”気付き”の段階を把握し、上手に病識を持たせましょう。16：15

16：15
発表

16：25

16：25
閉会

16：30

プログラム 2024年度 福島高次脳機能障害リハビリテーション講習会

申込み
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